
02　高齢者保健福祉月間特集

08　市民病院新館完成  

10　健康・子育てページ

12　赤穂市水洗化促進月間

13　フォトニュース

17　公売のお知らせ

21　図書館新刊案内

22　情報コーナー

26　義士祭出演者募集

27　くらしのカレンダー

▪今月の内容

全
国
中
学
校

体
操
競
技
選
手
権

種
目
別

種
目
別
（
ゆ
か
・
跳
馬
）

優 
勝

有 
政 
佑 
真
さ
ん
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平成29年９月11日発行

本紙に掲載しきれなかった情報に

ついて市公式 Facebook ページに

おいて公開しているものもありま

すので、ぜひご覧ください。



赤
穂
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
高
齢
化
の
進
展
と
共
に
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
多
様
な
社
会
問
題

（
孤
立
死
、
認
知
症
、
虐
待
、
悪
質
商
法
被
害
等
）
が
発
生
し
て
お
り
、
高
齢

者
自
ら
に
よ
る
解
決
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
行
政
に
よ
る
見
守
り

や
支
援
が
行
き
届
か
な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で
高
齢

者
を
見
守
り
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
見
守
り
支
え
る
体
制
づ
く
り
の
取
り

組
み
と
し
て
「
赤
穂
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　安
心
し
て

　
　

 
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

特

集

高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
と
は

　
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
現
在
、
各

地
域
で
住
民
同
士
が
さ
り
げ
な
く
気
遣

い
合
い
、
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
手
を

差
し
の
べ
る
よ
う
な
地
域
社
会
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
民
生
委
員
や
自
治
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
で
も
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
複
数
の
団
体
で
見

守
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
が
い
る
一
方
で
、

誰
か
ら
も
見
守
ら
れ
て
い
な
い
高
齢
者
が

い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
商
店
街
や

新
聞
販
売
店
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者

等
も
見
守
り
の
担
い
手
と
な
り
、
高
齢

者
を
さ
り
げ
な
く
見
守
り
、
異
変
に
気

づ
い
た
と
き
に
、
市
役
所
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
連
絡
し
、
関
係
機

関
と
連
携
の
上
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
の
早
期
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。

民
間
事
業
者
と
は

　
高
齢
者
と
接
す
る
こ
と
の
多
い
民
間

事
業
者
（
商
店
、
郵
便
局
、
金
融
機
関
、

新
聞
販
売
店
、
タ
ク
シ
ー
、
宅
配
業
者

な
ど
）
で
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
協
定
を
締
結
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
協
力
事
業
者
で
す
。

　
登
録
民
間
事
業
者
は
８
月
31
日
現
在
、

49
事
業
者
75
店
舗
で
す
。

活
動
内
容

①  

高
齢
者
等
へ
の
緩
や
か
で
さ
り
げ
な

い
見
守
り
の
実
施

②  

気
づ
き
・
発
見
が
あ
れ
ば
、
市
へ
通
報
・

連
絡
（
た
だ
し
、
緊
急
的
措
置
が
必
要

な
場
合
は
警
察
・
消
防
へ
直
接
連
絡
）

③  

市
と
警
察
・
消
防
間
で
連
携
・
情
報

共
有
化

④  

市
よ
り
対
象
者
へ
の
支
援
・
保
護
等

を
実
施

※  

①
～
④
に
加
え
、
市
は
民
間
事
業
者
に

行
方
不
明
高
齢
者
等
の
情
報
提
供
を

行
い
、
業
務
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
気

づ
き
・
発
見
が
あ
れ
ば
市
へ
連
絡
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

徘
徊
模
擬
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　
３
月
23
日
、
加
里
屋
地
区
に
お
い
て
、

協
定
を
締
結
し
て
い
る
民
間
事
業
者
を

対
象
に
、
認
知
症
の
基
礎
知
識
と
認
知

症
の
人
へ
の
対
応
を
学
び
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
徘
徊
模
擬
訓
練
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
認
知
症
役
の
人
が
地
区
内
を

歩
き
、
事
業
者
が
積
極
的
に
声
を
か
け
、

適
切
な
対
応
を
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
９
事
業
者
を
訪
問
し
、
午

後
か
ら
は
、
訓
練
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で

撮
影
し
た
映
像
を
参
考
に
、
振
り
返
り

研
修
及
び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
実
施
し
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解

と
地
域
の
中
で
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
老

人
ク
ラ
ブ
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

協
力
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　「
赤
穂
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
」

の
見
守
り
体
制
の
拡
充
に
向
け
、
協
定
を

締
結
し
て
い
た
だ
け
る
民
間
事
業
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㉄
社
会
福
祉
課
　
☎
43
・
６
８
０
９

徘徊模擬訓練の様子

振り返り研修の様子

9月は高齢者保健福祉月間
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発
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、
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暮
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９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
高
齢
者
自
ら
の
生
活
向
上
意
欲

を
促
す
た
め
、
９
月
15
日
は
、
老
人
福
祉

法
上「
老
人
の
日
」と
定
め
ら
れ
、
９
月
15

日
～
21
日
ま
で
の
１
週
間
を「
老
人
週
間
」

と
し
て
全
国
各
地
で
長
寿
を
祝
う
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
敬
老
の
日
」は
、
９
月
の
第
３

月
曜
日
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
９
月
18

日
で
す
。

　

市
で
は
、
９
月
１
日
に
、
市
長
、
市

議
会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
、

自
治
会
連
合
会
長
が
、
市
内
最
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

○
男
性
最
高
齢
・
南
野
中

　

宮み
や

本も
と　

幸ゆ
き

夫お 

さ
ん
（
104
歳
）

○
女
性
最
高
齢
・
西
有
年

　

原は
ら

田だ　

そ
の 

さ
ん
（
109
歳
）

○
最
高
齢
夫
婦
・
西
有
年

　

上う
え

山や
ま　

武た
け

男お 

さ
ん
（
92
歳
）

　
　
　

あ
さ
の 

さ
ん
（
103
歳
）

敬
老
祝
金
等
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

【
赤
穂
市
祝
金
】

  

米
寿
（
88
歳
）　

２
万
円

　
　

昭
和
３
年
９
月
17
日
～

　
　

昭
和
４
年
９
月
16
日
生
ま
れ
の
人

  

白
寿
（
99
歳
）　

３
万
円

　
　

大
正
６
年
９
月
17
日
～

　
　

大
正
７
年
９
月
16
日
生
ま
れ
の
人

【
兵
庫
県
祝
品
】

  

１
０
０
歳　

知
事
の
祝
状
・
記
念
品

　
　

大
正
６
年
４
月
１
日
～

　
　

大
正
７
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

地
域
で
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

　

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
方
々
に
感
謝

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
長
寿
を
祝
う
こ
と

を
目
的
に
、
敬
老
の
日
前
後
に
敬
老
会

が
、
ま
ち
づ
く
り
連
絡
（
推
進
）
協
議
会

や
自
治
会
単
位
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
地
域
毎
の
特
色
や
趣
向
を
凝

ら
し
た
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
対
象
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
好
評

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
「
絆
」
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
敬

老
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
「
絆
」

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

対
象
者
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

の
う
え
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

●敬老会対象者数（平成29年７月31日現在）

地区名 対象者数 男 女

赤 穂 1,296 481 815 

城 西 851 303 548

塩 屋 1,308 496 812

西 部 536 228 308

尾 崎 1,224 479 745

御 崎 582 245 337

坂 越 784 317 467

高 雄 414 151 263

有 年 664 245 419 

合 計 7,659 2,945 4,714

※対象者　  平成29年９月15日現在で満75歳以上になる人（昭和17

年９月16日以前に生まれた人）

昨年の敬老会の様子（塩屋）

「
深
め
よ
う
地
域
の
絆  

み
ん
な
で
支
え
合
う

や
さ
し
い
ま
ち 

赤
穂
」を
目
指
し
て

昨年の敬老会の様子（高雄）

9月は高齢者保健福祉月間

　

認
知
症
は
、
年
を
と
る
と
誰
で
も
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
年
を
と
れ
ば
誰
で
も
、

も
の
忘
れ
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
認
知
症
は

老
化
で
は
な
く
脳
の
病
気
で
す
。
覚
え
て
お

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
日
々
の
生
活
に

支
障
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

普
通
の「
も
の
忘
れ
」
と「
認
知
症
」
の

違
い

　

年
を
と
っ
て
か
ら
起
こ
る
普
通
の「
も

の
忘
れ
」と「
認
知
症
」に
よ
る
も
の
忘
れ

に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
朝
ご

は
ん
に
何
を
食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
い
と

い
っ
た
体
験
の
一
部
を
忘
れ
る
の
は
普
通

の
も
の
忘
れ
で
す
が
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ

た
体
験
全
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
場
合
、
認

知
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
で
は
、
人
の
名

前
が
思
い
出
せ
な
い
時
、
何
か
の
き
っ
か

け
や
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
認
知
症
の
場
合
は
、

ヒ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
、
思
い
出
せ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
時
間
や
場
所
、

人
の
見
当
を
つ
け
る
機
能（
見
当
識
）の
低

下
が
起
こ
り
ま
す
。

【
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
】

　

一
番
多
い
タ
イ
プ
の
認
知
症
で
す
。
脳

の
機
能
が
全
般
的
に
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
症
状
は
、
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す
が
、

症
状
が
進
む
と
人
格
が
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

【
脳
血
管
性
認
知
症
】

　

脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
病
気
で
、
脳

の
一
部
分
の
働
き
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
発

症
し
ま
す
。
症
状
が
段
階
的
に
進
み
ま
す
。

【
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
】

　

脳
に
レ
ビ
ー
小
体
と
い
う
物
質
が
た

ま
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
昆
虫
や
動
物

な
ど
、
そ
の
場
に
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う

に
見
え
る
幻
視（
げ
ん
し
）が
あ
ら
わ
れ
る

の
が
特
徴
で
す
。

【
前
頭
側
頭
型
認
知
症
】

　

脳
の
前
頭
葉
や
側
頭
葉
が
委
縮
し
て

起
こ
り
ま
す
。
理
性
や
感
情
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
万
引
き
や
信
号

無
視
な
ど
反
社
会
的
な
行
動
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が

大
切
で
す

　

市
で
は
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
た
め
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

「
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
？
」と
思
っ

た
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
、「
も
の
忘

れ
健
康
相
談
」な
ど
の
相
談
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
も
の
忘
れ
健
康
相
談（
要
予
約
）

　

医
師
に
よ
る
、
も
の
忘
れ
健
康
相
談
を

毎
月
第
４
火
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
】

●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業

　

お
お
む
ね
40
歳
以
上
で
、
認
知
症
が

疑
わ
れ
た
り
、
認
知
症
で
あ
っ
て
も
、
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
中
断
し
て
い
る
人

に
対
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
い
た
し 

ま
す
。

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
受
講

が
可
能
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
カ
フ
ェ

　

市
内
に
は
、
３
カ
所
認
知
症
カ
フ
ェ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認

知
症
の
人
が
集
う
所
で
は
な
く
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
も
安
心
し
て
気
軽
に
集
う
こ

と
の
で
き
る
居
場
所
で
あ
り
、
専
門
職
が
認

知
症
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
場
所
で
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

▽
場
所
＝
松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク 

▽
開
催
日

＝
第
３
木
曜
日 

▽
時
間
＝
午
後
１
時
～

２
時
30
分 

▽
☎
42
・
０
０
３
６

【
カ
フ
ェ
ヨ
ッ
テ
リ
ア
】

▽
場
所
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
種
の

苑 

▽
開
催
日
＝
第
２
木
曜
日 

▽
時
間
＝

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
☎
49
・
２
８
８
７

【
憩
い
カ
フ
ェ
茶
々
】

▽
場
所
＝
老
健
あ
こ
う 

▽
開
催
日
＝
第

３
水
曜
日 

▽
時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時

30
分 

▽
☎
42
・
１
０
０
５

※  

い
ず
れ
の
カ
フ
ェ
も
夏
季
・
冬
季
な
ど

季
節
に
よ
っ
て
実
施
し
な
い
月
も
あ
り

ま
す
の
で
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴

（
ラ
ン
と
も
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
21
日（
土
） 

午
後
2
時

～
5
時
30
分
）▽
場
所
＝
武
家
屋
敷
公

園（
赤
穂
城
内
及
び
市
内
各
地
） 

▽
内

容
＝
認
知
症
関
連
ブ
ー
ス
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
金
管
バ
ン
ド
演

奏
、
赤
穂
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ほ
か

　

「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
」は
、
認
知
症
の
人
と
一

緒
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
体
験
を
通
じ

て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
活
動
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

認
知
症
啓
発
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

色
の
物
を
何
か
身
に
着
け
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
に
つ
い
て
知
っ
て
く
だ
さ
い

㉄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

☎
42
・
１
２
０
１
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市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
以
外
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
火
災
警
報
器

購
入
助
成
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
が
寝
室

に
火
災
警
報
器
を
購
入
設
置
し
た
と
き
１

軒
に
つ
き
１
個
ま
で
２
︐
５
０
０
円
を
上

限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
  

対
象
者　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯

●   

火
災
警
報
器
の
種
類　

検
定
品
マ
ー

ク
又
は
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
煙
感
知

器
赤
穂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

日
常
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
時
、
掃
除

や
買
い
物
な
ど
の
家
事
援
助
に
つ
い
て
の

み
、
赤
穂
市
ホ
ー
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎

42
・
３
３
７
６
）の
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、

そ
の
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す
。（
週
２

回
、
１
回
１
時
間
が
限
度
）

●   

対
象
者　

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
が
あ
る
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人
、
又
は
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
で
、

い
ず
れ
も
介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な

い
人

●   

利
用
者
負
担　

利
用
料
金
１
時
間
あ

た
り
９
０
０
円
の
う
ち
１
割

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

万
寿
園
で
、
毎
週
１
回
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
作
業
療
法
士
に
よ
る
簡
単
で
楽
し

い
体
操
や
、
歌
や
楽
器
を
用
い
た
音
楽
療

法
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
  

対
象
者　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら

な
い
65
歳
以
上
の
人

●   

利
用
者
負
担　

１
回
２
５
０
円（
昼
食

代
は
別
途
実
費
）

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

徘
徊
高
齢
者
に
携
帯
電
話
と
同
じ
く

ら
い
の
大
き
さ
の
機
器
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
、
居
場
所
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
、

そ
の
居
場
所
を
家
族
に
伝
え
、
事
故
防
止

を
図
り
ま
す
。

●
  

対
象
者　

市
の
認
知
症
老
人
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

●   

利
用
者
負
担　

毎
月
の
基
本
使
用
料

５
４
０
円（
そ
の
他
に
位
置
情
報
提
供

料
金
、
現
場
急
行
料
金
が
利
用
し
た
場

合
に
別
途
必
要
）

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
︵
安
心
見
守
り
コ
ー
ル
︶

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
急
病
や

事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー

に
通
報
で
き
る
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

●
  

対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
擁

護
を
要
す
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
等

●   

利
用
者
負
担　

所
得
税
課
税
世
帯
は
、

設
置
時
に
１
２
︐
６
０
０
円
負
担
。
そ

の
他
利
用
に
あ
た
っ
て
必
要
な
経
費
を

負
担
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

総
合
相
談
窓
口
と
な
る「
赤
穂
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
ほ
か
、
各
中
学
校

区
に
１
カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
る「
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
社
会
福
祉
課
い
き
が
い
福
祉
係

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

高
齢
者
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
や
支
援
を
総
合

的
に
行
う
機
関
で
す
。

　

保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
な
ど
、
ど

こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
場
合

も
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
在

宅
介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
る
ほ
か
、
各
種
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
提
供
や
連
絡
調
整
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
実
態
把
握
や
介
護

予
防
教
室
の
開
催
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し

た
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

主
な
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

㉄
社
会
福
祉
課  

☎
43
・
６
８
０
９

相談機関名 担当地区 電話番号

赤穂市地域包括支援センター 市内全域 42・1201

在宅介護支援センターはくほう 赤穂・城西地区 45・1114

在宅介護支援センターやすらぎ 塩屋・西部地区 43・6424

在宅介護支援センターしおさい 尾崎・御崎地区 42・0519

在宅介護支援センターいきしま 坂越・高雄（一部）地区 46・8182

在宅介護支援センター千種の苑 高雄（一部）・有年地区 49・2887

国民年金掲示板

保険料の納め忘れのある人へ～後納制度をご利用ください

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

　国民年金保険料は２年を過ぎると時効により納

付できませんでしたが、平成27年10月から平成

30年９月までは、過去５年間に納め忘れた保険料

を納付することができます。（後納制度といいます）

後納制度を利用することにより、年金額の増額や

受給資格期間（10年）を確保することができる場合

があります。　　

　詳しくは姫路年金事務所（☎079・224・6382）

へお問い合わせください。　

●「追納」をおすすめします！ 

　保険料免除、納付猶予、学生納付特例が承認さ

れた期間は、保険料を納めた場合よりも老齢基礎

年金の受取額が少なくなります。

例）  ２年間の学生納付特例制度の承認を受け、そ

の期間を追納しなかった場合、約４万円の年

金額が減額されます。

　そこで、生活にゆとりができたときは、免除等

の承認を受けてから10年以内であれば、後から保

険料を納付することができます。（追納といいます）

　ただし、免除等の承認を受けた期間の翌年度か

ら起算して３年度目以降の分を追納するときは、

当時の保険料に加算額がつきます。

●毎年、所得の申告は忘れずに！

　保険料免除、納付猶予、学生納付特例は、審査

対象者（本人・配偶者・世帯主）の所得を基準とし

ていますので、所得の申告は忘れずに行ってくだ

さい。

　未申告など、所得が確認できない場合は、審査

前に申請書が返送されることもあります。

しめ縄と茅
ち

の輪作り

　御崎老人クラブ光和会は、『健康・友愛・奉仕』の精神の基に、

年間を通じていろいろな奉仕活動に取り組んでいます。

　瀬戸内海国立公園に位置し、風光明媚な赤穂御崎にある伊和

都比売神社においても、いろいろな行事を行っています。

　昨年の12月には、お宮のしめ縄作りと境内の掃除を、今年の

１月には、お宮のもちつき、とんど作りを、さらに６月29日に

は輪越し祭りの茅の輪作りと境内の清掃等を行いました。当日

は雨上りで蒸し暑い中、約40名が参加し、手分けして作業には

げみました。

　青々とした茅の輪が完成し、境内に飾られると、すがすがし

い気分となり、蒸し暑さもふき飛びました。準備も完了し、無

事に６月30日の「大祓」の神事を迎えることができました。

　しめ縄と茅の輪が出会うのは、年に一度のこの日だけです。

これをもって、正月からの半年間の罪やけがれをはらい清め、

次の半年の無病息災を祈ります。

　昔の人は（神様は？）すばらしい儀式を考案してくれたもので

す。ありがとう !!

御崎地区　寺
てら

本
もと

幸
こう

治
じ

市老連だより いきいき赤穂 №30 御崎地区老人クラブ連合会

9月は高齢者保健福祉月間
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※「恕
じょ

」（おもいやり）の精神をもって、患者様の生命を尊重し、個人の尊厳を重視した医療を提供してまいります。

屋上庭園

待合

診察室
1

診察室
2

採血室保健
指導室

問診
室2

問診
室1

受付

栄養
指導室

ラウンジ
2

ラウンジ
1

心電図室
1 2

呼吸器
検査室

聴力
検査室

視力・
眼底カメラ
検査室採尿

室

人工透析室

スタッフ
ステーション

患者
指導室

処置室
１

処置室
2

CAPD
室

ラウンジ

受
付

館本館本

X-T V 室 2

X-T V 室 1

骨塩・
一般
撮影室

多目的
エコー室

腹部
エコー室 2

腹部
エコー室1

乳腺
エコー室

受付
マンモ室

化学療法室

心エコー室
3

心エコー室
1

心エコー室
2

回復室

受付

内視鏡検査室
3

内視鏡検査室
2

内視鏡検査室
1

説明室

スタッフ
ステーション

診察室
4

診察室
3

診察室
2

診察室
1

処置室
診察室
6

診察室
5

診察室
7

診察室
8

説明室
2

SPECT室

SPECT-CT室

地域医療室

がん相談
支援センター

透析センター駐車場

受付

本館

PET-CT室

赤
穂
市
民
病
院
新
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

㉄
市
民
病
院  

☎
43
・
３
２
２
２

赤
穂
市
民
病
院
第
二
期
基
本
構
想

　

市
民
病
院
で
平
成
10
年
２
月
に
新
市

民
病
院
を
開
設
し
ま
し
た
。
開
設
か
ら

20
年
近
く
が
経
過
し
、
診
療
科
目
の
分

化
や
増
加
な
ど
に
よ
る
診
療
ス
ペ
ー
ス
の

不
足
や
、
健
診
・
人
工
透
析
部
門
の
さ
ら

な
る
充
実
、
津
波
等
の
自
然
災
害
へ
の
対

応
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

近
年
の
医
療
技
術
や
機
器
の
進
歩
に
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
求

め
ら
れ
て
い
る
機
能
が
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
民
病
院
に

お
け
る
医
療
機
能
と
課
題
点
を
改
善
す

る
た
め
に
、
平
成
25
年
12
月
に「
赤
穂
市

民
病
院
第
二
期
基
本
構
想
」を
策
定
し
施

設
の
増
改
築
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

新
館
オ
ー
プ
ン

　

昨
年
３
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
新
館
部
分（
増
築
施
設
）が
、
こ

の
た
び
、
無
事
に
竣
工
し
、
８
月
１
日
よ

り
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
館
は
鉄
骨
造
４
階
建
、
延
床
面
積

は
約
６
︐
５
０
０
㎡
で
、
１
階
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ

︱

Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
、
２
階
は
外
来
診
察

室
、
化
学
療
法
室
、
内
視
鏡
室
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
３
階
に
は
透
析
セ
ン

タ
ー
、
４
階
に
は
健
診
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
健
康

増
進
を
図
り
、
が
ん
拠
点
病
院
と
し
て

の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
浸
水
対
策
と
し
て
発
電
機
室
・

電
気
室
・
備
蓄
倉
庫
を
上
層
階
に
設
置
し
、

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
も
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　

平
成
30
年
４
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
、
手
術
室
の
改
修
や
集
中
治

療
室
の
整
備
、
血
管
造
影
装
置
等
の
増

設
の
た
め
、
本
館（
既
存
施
設
）の
改
修
に

着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が
い

つ
で
も
安
心
し
て
適
切
な
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
院
是「
恕
」※
の
も

と
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
医
療
の
質
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
工
事
期
間
中
は
皆
さ
ま

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

放
射
線
部
で
は
、
患
者
様
に
安
全
・

安
心
に
検
査
、
治
療
を
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
、
新
館
オ
ー
プ
ン
に
あ
た

り
、
従
来
の
装
置
よ
り
低
被
ば
く
で

検
査
可
能
な
胃
透
視
等
で
使
用
す
る

Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
装
置
2
台
を
導
入
し
ま
し

た
。
ま
た
、心
臓
の
検
査
等
で
使
用
し
、

高
精
度
な
医
療
情
報
を
診
療
の
場
に

提
供
で
き
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
︱

Ｃ
Ｔ
装

置
1
台
を
更
新
し
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
他
施
設
で
の
Ｐ
Ｅ

Ｔ
検
査
で
患
者
様
に
負
担
を
お
か
け

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
規
装
置
と
し

て
最
新
鋭
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱

Ｃ
Ｔ
装
置
を

導
入
し
、
当
院
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
の
導
入
に
よ
り
、
検
出

感
度
の
向
上
が
図
ら
れ
、
最
新
の
画

像
構
成
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
よ
り

細
か
い
病
変
に
対
し
て
も
診
断
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｔ
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
正
確
な

悪
性
腫
瘍
の
位
置
情
報
の
提
供
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

検
査
は
食
事
制
限
な
ど
あ
り
ま
す

が
、
非
常
に
簡
単
で
す
。
薬
剤
を
注

射
し
て
か
ら
約
1
時
間
安
静
に
し
た

後
、
検
査
ベ
ッ
ド
上
で
の
30
分
程
度

の
全
身
撮
影
で
終
了
す
る
負
担
の
少

な
い
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
核
医
学
専
門
技
師
認
定
機
構

（J
B
N

M
T

）
認
定
の
専
門
技
師
を
配

置
し
、
よ
り
有
用
な
検
査
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

患
者
様
が
安
心
し
て
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同

日
々
心
が
け
て
い
ま
す
の
で
患
者
様

が
疑
問
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

担
当
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
か
け
く
だ

さ
い
。

最
新
鋭
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
ま
し
た

〜
放
射
線
部
よ
り
〜

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
健
康
面

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
希
望
を「
予
防
医

学
」と
い
う
医
療
の
側
面
か
ら
よ
り
快
適
に

解
決
・
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
病
院「
健

診
セ
ン
タ
ー
」
が
新
館
で
の
業
務
を
開
始

し
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

健
診
セ
ン
タ
ー
は
、
新
館
４
階
に
あ
り

ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
造
り
で
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
待
合
か
ら
は
赤
穂
市
を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
の
な
か
で
、
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ

ク
を
は
じ
め
プ
チ
健
診
な
ど
様
々
な
健
診

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
と
ん
ど
の

検
査
が
健
診
セ
ン
タ
ー
内
で
一
括
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
健
康
面
で
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、「
お
も
て
な
し
」の
心
を
大
切

に
、
精
度
の
高
い
健
診
を
提
供
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

〜
健
診
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

　

こ
れ
ま
で
は
市
外
の
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
市
民
病
院

で
健
診
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
の
で
、
一

泊
健
診（
人
間
ド
ッ
ク
）を
受
診
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の
場
所
が
わ
か

ら
ず
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
と「
ど
う
し
ま

し
た
？
」
の
声
か
け
で
４
階
の
明
る
く
見
晴

ら
し
の
良
い
、
広
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
健
診

セ
ン
タ
ー
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

　

看
護
師
さ
ん
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た
案
内

で
、
経
鼻
内
視
鏡
検
査
も
初
め
て
で
不
安
で

し
た
が
想
像
以
上
に
楽
で
し
た
。
内
視
鏡
の

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
る
の

で
大
変
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

総
合
所
見
で
も
医
師
の
て
い
ね
い
な
説
明

も
あ
っ
て
、（
お
か
げ
で
さ
し
た
る
指
摘
も
な

い
健
康
体
）健
康
に
意
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

健
診
セ
ン
タ
ー
で「
脳
ド
ッ
ク
」、「
プ
チ
健

診
」
な
ど
の
様
々
な
検
査
が
ほ
ぼ
一
カ
所
で

受
診
可
能
で
あ
る
こ
と
を
広
く
宣
伝
す
べ
き

と
思
い
ま
す
。 

（
市
内
在
住　

60
歳
代
男
性
）

ＰＥＴ－ＣＴ装置

健診センター

待合

　

利
用
者
の
こ
え

1F

PET-CT室等

3F

透析センター 40床、発電機室等

2F

外来５ブロック、化学療法室10床、内視鏡センター、エコー室等

4F

 健診センター、備蓄倉庫等
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毎
日
の
生
活
の
基
本
と
な
る
食
に
つ

い
て
共
に
学
び
、
考
え
ま
し
ょ
う
！

●

日
時　

10
月
17
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

●

場
所　

総
合
福
祉
会
館

●

内
容

▽  

食
と
健
康
コ
ー
ナ
ー
（
食
事
バ
ラ
ン

ス
チ
ェ
ッ
ク
・
骨
密
度
測
定
・
血
管

推
定
年
齢
測
定
・
手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
）

▽
食
文
化
コ
ー
ナ
ー
（
試
食
）

▽  

地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
（
地
場
農
産
物

及
び
加
工
品
の
展
示
・
販
売
）

▽  

学
校
給
食
コ
ー
ナ
ー
（
給
食
の
展
示

な
ど
）

▽  
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
コ
ー

ナ
ー
（
応
募
作
品
の
展
示
）

●

主
催　

赤
穂
市
・
赤
穂
市
い
ず
み
会

問
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
46
・
８
７
０
１

●

学
齢
前
１
年
児
（
年
長
児
）

　

  （
平
成
24
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
25
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

●

学
齢
前
２
年
児
（
年
少
児
）

　

  （
平
成
25
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
26
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

●

就
園
区
域　

小
学
校
区
に
準
じ
ま
す

●

入
園
願
書
等
の
配
布　

９
月
15
日
（
金
）
〜

●
  

願
書
の
受
付　

10
月
19
日
（
木
）
、
20
日
（
金
）

　

午
後
２
時
20
分
〜
５
時
ま
で

●

受
付
場
所　

各
幼
稚
園

問
教
育
委
員
会 

こ
ど
も
育
成
課

 

☎
43
・
７
０
６
５

結
核
と
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に

炎
症
が
お
こ
る
病
気
で
す
。

　

日
本
で
は
平
成
27
年
中
に
１
８
，２
８
０

人
（
兵
庫
県
で
は
９
４
５
人
）
の
結
核
患

者
が
新
た
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

65
歳
以
上
の
年
齢
層
の
結
核
患
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
全
国
で
は
１
，

９
５
５
人
が
結
核
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、

結
核
は
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

結
核
は
結
核
菌
が
咳
や
く
し
ゃ
み
と

一
緒
に
空
気
中
に
飛
び
散
り
、
そ
れ
を

周
り
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

感
染
が
お
こ
り
ま
す
。
感
染
し
て
も
必

ず
発
病
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

通
常
は
免
疫
力
に
よ
っ
て
結
核

菌
の
増
殖
を
抑
え
込
み
ま
す
。

増
殖
を
抑
え
き
れ
な
く
な
る
と

結
核
を
発
病
し
ま
す
。
結
核
の

主
な
症
状
は
咳
、
痰
、
微
熱
、

時
に
血
痰
、
食
欲
低
下
、
体
重

減
少
が
み
ら
れ
ま
す
。
咳
な
ど

が
出
現
し
２
週
間
以
上
続
く
場

合
は
要
注
意
で
す
の
で
必
ず
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

①
予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

②
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

③
定
期
健
診

④
有
症
状
時
の
早
期
受
診
で
す
。

　

ま
た
、
結
核
を
発
病
し
た
場
合
、
一

定
期
間
正
確
に
服
薬
す
れ
ば
治
り
ま
す
。

健
康
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）
で
は
結
核

の
治
療
に
関
す
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

問
赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
（
赤
穂
保
健
所
）

　

地
域
保
健
課 

☎
43
・
２
３
２
１

あ
こ
う
食
育
フ
ェ
ア
２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す

平
成
30
年
度

市
立
幼
稚
園
の
園
児
を

 

募
集
し
ま
す

結
核
は
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ
う

結
核
予
防
週
間　

９
月
24
日
〜
30
日

昨年の食育フェアの様子平成29年度入園式の様子（尾崎幼稚園）

ハローワークにご相談ください 問産業観光課　☎４３・６８３８

　ハローワークでは、就職を希望する障がいのある人の求職登録を行い、技能、職業適性、知識、希

望職種などの個々の特性や状況に基づき、ケースワーク方式によるきめ細やかな職業相談と職業紹介

を行っています。

　また、障がいのある人を雇用している事業主、雇い入れを考えている事業主に対しては、雇用管理

上の配慮についての助言を行い、必要に応じて専門機関の紹介、各種助成金（障害者トライアル雇用

奨励金、障害者初回雇用奨励金等）の案内を行っています。

カウンセリングコーナーのご案内

　精神障がいのある人を対象に、精神保健の専門

員による「就職に関する相談」を実施しています。

●相談日　毎月第２・４水曜日

　　　　　午後１時30分～４時30分（予約制）

　 ▽就職に関する相談とカウンセリング

　 ▽支援機関の紹介

　 ▽就職後のフォローアップ

　※  予約制ですので、ハローワークあこう職業相

談窓口までお願いします。

手話協力員のご案内

　聴覚障がいのある人を対象に、手話協力員を配

置していますので、手話通訳による相談が可能

です。

●相談日　毎月第２木曜日

　　　　　午前８時30分～ 12時

問ハローワークあこう ☎４２・２３７６

平成30年4月1日から障がいのある人の

法定雇用率が引き上げになります

　障がいのある人がごく普通に地域で暮らし、地

域の一員として共に生活できる「共生社会」実現

の理念の下、すべての事業主には、法定雇用率以

上の割合で障がいのある人を雇用する義務があ

ります。（障害者雇用率制度）

事業主区分
法定雇用率

現　行 平成30年４月１日以降

民間企業 2.0％ ⇒ 2.2％

国、地方公共団体等 2.3％ ⇒ 2.5％

都道府県等の教育委員会 2.2％ ⇒ 2.4％

※  対象となる事業主の範囲が、従業員50人以上から45.5人

以上に広がります。

西はりま障がい者雇用促進のつどい

合同就職面接相談会

　ハローワーク姫路及び龍野では、障がいのある

人を対象とした就職面接相談会を開催します。

●日時　９月29日（金）

　　　　午後１時30分～３時30分

●場所　  姫路キヤッスルグランヴィリオホテル

　3階「鳳凰の間」

●内容　  障がいのある人と求人者が一堂に会す

る就職面接相談会（当日は履歴書と各種

障害者手帳をご用意のうえ参加してく

ださい。）

問ハローワーク姫路 ☎０７９・２２２・４４３５
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ずずずっと　そば打ち体験　有年中

有年中２年生が夏休みの登校日を利用して市内のそ
ば店経営者らを講師に迎え、そば打ちに挑戦しまし
た。生徒らは真剣に講師の説明に耳を傾け、とても
慎重にそば打ちをしていました。
（８/24　有年中学校）

赤穂コールドロン　特別講演会

「命名！赤穂コールドロン」と題した特別講演会が開催され、地質

学ファンだけでなく、赤穂市の地質の成り立ちを知ろうと親子連れ

ら約360名が参加し、播州赤穂地域の地質を研究した国立研究開発法

人産業技術研究所の佐
さと

藤
うだ

大
いす

介
け

博士と地質学を専門とする同研究所の
さ

斎
いと

藤
うま

眞
こと

博士の講演に聞き入っていました。（８/27　関西福祉大）

1講演会の様子

2佐藤大介博士

3講演会後、テレビ撮影のためコールドロンの痕跡が残る御崎を訪
れた斎藤眞博士

全
国
大
会
出
場
者

　
ぞ
く
ぞ
く
と
市
長
を
表
敬
訪
問

この夏、全国大会に出場する中学生や高校生らの市長への
表敬訪問が相次ぎ、明石市長も「このような報告はとても
嬉しい」と語り、選手には「けがに気をつけてベストを尽
くして」とエールを送りました。

1体操競技で全国大会へ出場し、２種目で優勝(ゆか・跳馬)

し、個人総合でも４位と好成績を収めた
あ

有
りま

政
さゆ

佑
う

真
ま

さん(有

年中３年)（８/17　市長応接室）

2
つ

塚
かも

本
とこ

康
うす

介
け

さん(赤穂高２年)はインターハイ水泳の100mバ

タフライで２年生ながらＢ決勝に進出、JOCジュニアオ

リンピックにも出場されました。（８/10　市長室）

3柔道では
た

竹
けう

内
ちり

龍
ゅうせ

生
い

さん(城西町、相生産業高２年)が66kg

級で２年生ながら県大会を制し、インターハイに挑みま

した。（７/31　市長室）

4中学生の陸上では
や

山
まも

本
とし

秀
ゅう

さん（写真左、赤穂中３年）が全

国中学校陸上競技選手権400mに、
ま

圓
る

尾
お ゆ

優
う

斗
と

さん（写真右、

赤穂東中３年）が100mに出場。水泳では、
ふ

舩
なも

本
とあ

愛
い

子
こ

さん

（写真中央、赤穂中３年）が、全国中学校水泳競技大会・

JOCジュニアオリンピック50m自由形に出場されました。

（７/31　市長応接室）

5第71回兵庫県民大会グラウンドゴルフ交歓大会、男子団

体の部で優勝され、９月16日から愛媛県で開催される第

72回国民体育大会グラウンドゴルフ競技に出場されるこ

とが決まった樋
ひぐ

口
ちも

素
とひ

弘
ろ

さん（写真左）、
ま

増
す

田
だ の

紳
ぶひ

彦
こ

さん（写

真右）。（８/25　市長室）
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の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。
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　皆さんは、下水道管には、２つの種類があることをご存じでしょうか。

　普通、下水道管と聞いて思い浮かべるのは、トイレや台所からの雑排水が流れる管だと思いますが、この管を「汚水管」といい

ます。

　雑排水は、人が歩くくらいの速さで流れ、市内に約350㎞張りめぐらされた汚水管を通って、下水処理場にたどり着きます。そ

こで微生物の力を借りて雑排水をきれいな水にして、海や河川に放流しています。

　もうひとつの管は、「雨水管」です。文字通り雨水が流れる管のことです。

　雨水管は、道路の側溝などから、雨水を集めてスムーズに河川へと流す役割をもっており、その形は、四角形のコンクリートで

できているものが多く、大きなものでは２ｍを超えるものもあります。

　私たちが普段何気なく歩いている道路の中には、こういった２種類の下水道管という“縁の下の力持ち”が隠れています。私た

ちの快適な生活において、下水道の果たす役割がとても重要であることにも、思いをめぐらせていただければ幸いです。　（M）

赤穂市上下水道部の話 ⑦
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

ののの

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
ののの水

「２つの下水道管」

　　
「
下
水
道
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
作
品
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多

数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
審
査
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
作
品
を
次

の
日
程
に
よ
り
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん

で
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

展
示
期
間
と
場
所

①  

９
月
15
日
（
金
）
～
28
日

（
木
） 

▽
市
役
所
1
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

②

 
 

10
月
６
日
（
金
）
～
19
日

（
木
） 

▽
プ
ラ
ッ
ト
赤
穂

２
階
通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
映
画
館
横
）

　　
下
水
道
は
、
宅
内
の
公
共

ま
す
、
下
水
道
管
、
下
水
処

理
場
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
家
庭
か
ら
流
さ
れ

る
雑
排
水
が
、
下
水
道
管
を

流
れ
、
下
水
処
理
場
に
集
め

ら
れ
て
浄
化
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
快
適
で
衛
生
的
な
生

活
が
営
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
下
水
道
に
は

降
っ
た
雨
を
す
ば
や
く
排
出

し
て
、
浸
水
か
ら
街
を
守
る

役
割
も
あ
り
ま
す
。
下
記
の

播
州
赤
穂
水
の
話
⑦
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
と
は
、

建
物
に
降
っ
た
雨
水
を
集
め

て
貯
め
る
も
の
で
す
。
貯
め

た
水
は
花
や
植
木
の
水
や
り

な
ど
に
使
え
ま
す
。
ま
た
、

一
度
に
流
れ
る
雨
水
の
量
を

減
ら
し
て
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
身
近

に
出
来
る
雨
水
に
よ
る
節
水

や
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
雨
水
貯
留
タ
ン

ク
設
置
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
赤

穂
下
水
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
宅
内
の
公
共
ま
す
は
個
人

の
管
理
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
掃
除
方
法
の
一
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
左
の
写
真
の
よ
う
に
マ
イ

ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
公
共
ま

す
の
く
ぼ
み
に
差
し
込
ん
で

開
き
、
公
共
ま
す
の
中
に
異

物
が
入
っ
て
い
な
い
か
を
確

認
し
ま
す
。
木
の
根
が
入
り

こ
ん
で
い
る
場
合
は
、
剪
定

バ
サ
ミ
な
ど
を
使
っ
て
取
り

除
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
油
分
が
溜
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
場
合
も
流
さ
ず

に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
ホ
ー
ス
を
使
い
汚

れ
を
落
と
せ
ば
完
了
で
す
。

　
万
が
一
、
公
共
ま
す
が
つ

ま
っ
た
り
、
破
損
し
た
場
合

に
は
、
赤
穂
市
上
下
水
道
工

事
業
協
同
組
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　　
水
道
が
漏
水
し
た
場
合
に

は
、
下
水
道
使
用
料
が
減
額

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
修
繕
を
す
る

前
に
上
下
水
道
部
総
務
課
へ

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
赤
穂

市
が
指
定
す
る
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
修
繕
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

※  

下
水
道
使
用
料
の
減
額
に

は
、
指
定
工
事
業
者
に
よ

る
修
繕
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

下
水
道
作
品
展
の
ご
案
内

下
水
道
の
は
た
ら
き

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
ま
め
に
公
共
ま
す
の
清
掃
を

下
水
道
使
用
料
の
減
額
に
つ
い
て

下水道に関する相談・問い合わせ

▽下水道使用料・受益者負担金に関すること

 上下水道部 総務課　☎４３・６８３２

▽   下水道工事・排水設備工事・雨水貯留タンク設置助

成に関すること

 赤穂下水管理センター　☎４５・２２６３

▽公共ますのつまりや破損に関すること

 赤穂市上下水道工事業協同組合　☎４８・８９８０

「下水道　水が自然に　かえる道」（平成29年度　全国下水道推進標語）

９月は『赤穂市水洗化促進月間』
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ずずずっと　そば打ち体験　有年中

有年中２年生が夏休みの登校日を利用して市内のそ
ば店経営者らを講師に迎え、そば打ちに挑戦しまし
た。生徒らは真剣に講師の説明に耳を傾け、とても
慎重にそば打ちをしていました。
（８/24　有年中学校）

赤穂コールドロン　特別講演会

「命名！赤穂コールドロン」と題した特別講演会が開催され、地質

学ファンだけでなく、赤穂市の地質の成り立ちを知ろうと親子連れ

ら約360名が参加し、播州赤穂地域の地質を研究した国立研究開発法

人産業技術研究所の佐
さと

藤
うだ

大
いす

介
け

博士と地質学を専門とする同研究所の
さ

斎
いと

藤
うま

眞
こと

博士の講演に聞き入っていました。（８/27　関西福祉大）

1講演会の様子

2佐藤大介博士

3講演会後、テレビ撮影のためコールドロンの痕跡が残る御崎を訪
れた斎藤眞博士

全
国
大
会
出
場
者

　
ぞ
く
ぞ
く
と
市
長
を
表
敬
訪
問

この夏、全国大会に出場する中学生や高校生らの市長への
表敬訪問が相次ぎ、明石市長も「このような報告はとても
嬉しい」と語り、選手には「けがに気をつけてベストを尽
くして」とエールを送りました。

1体操競技で全国大会へ出場し、２種目で優勝(ゆか・跳馬)

し、個人総合でも４位と好成績を収めた
あ

有
りま

政
さゆ

佑
う

真
ま

さん(有

年中３年)（８/17　市長応接室）

2
つ

塚
かも

本
とこ

康
うす

介
け

さん(赤穂高２年)はインターハイ水泳の100mバ

タフライで２年生ながらＢ決勝に進出、JOCジュニアオ

リンピックにも出場されました。（８/10　市長室）

3柔道では
た

竹
けう

内
ちり

龍
ゅうせ

生
い

さん(城西町、相生産業高２年)が66kg

級で２年生ながら県大会を制し、インターハイに挑みま

した。（７/31　市長室）

4中学生の陸上では
や

山
まも

本
とし

秀
ゅう

さん（写真左、赤穂中３年）が全

国中学校陸上競技選手権400mに、
ま

圓
る

尾
お ゆ

優
う

斗
と

さん（写真右、

赤穂東中３年）が100mに出場。水泳では、
ふ

舩
なも

本
とあ

愛
い

子
こ

さん

（写真中央、赤穂中３年）が、全国中学校水泳競技大会・

JOCジュニアオリンピック50m自由形に出場されました。

（７/31　市長応接室）

5第71回兵庫県民大会グラウンドゴルフ交歓大会、男子団

体の部で優勝され、９月16日から愛媛県で開催される第

72回国民体育大会グラウンドゴルフ競技に出場されるこ

とが決まった樋
ひぐ

口
ちも

素
とひ

弘
ろ

さん（写真左）、
ま

増
す

田
だ の

紳
ぶひ

彦
こ

さん（写

真右）。（８/25　市長室）
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5

4
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3

の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。
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市
民
の
夕
べ

８/５ 赤穂海浜公園

８/６ 坂越本町大通り

い
き
い
き
坂
越

  
　

  
た
こ
祭
り

７/30　木津集会所周辺

木
津

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

夏の思い出
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始めました。 問 市長公室企画広報課広報担当　☎４３・６８７３

平和を願い　広島で平和学習会

平和学習会が開催され、市内の小学生40名が広島平和
記念資料館などを訪れました。原爆ドームなどを見学
し、戦争の悲惨さ、恐ろしさ、平和の尊さについて学
習しました。（７/27 広島平和記念公園）

異文化を肌で感じる　ロッキングハム市訪問

平成29年度英語教育推進体制整備事業として、市内の中学生10名と
教員４名が姉妹都市・豪のロッキングハム市に派遣されました。帰国
後、市長への報告会があり、赤穂西中３年の炭田さんは「靴を履いた
まま家に入ることは最初は抵抗があったけれど、帰国後に家でも靴で
上がってしまうぐらいに慣れてしまった。今後も日本との文化の違い
を探していきたい。」と市長に報告しました。（８/４～ 10）

夏休みの自由研究などに役立つさまざまな行事が開催されました。老朽
化した流下式製塩施設(枝条架)のリニューアル工事が行われている赤穂
海浜公園「塩の国」では工事の見学会が行われ、子どもたちだけでなく
大人も真剣に担当者の話を聞いていました。
また、海洋科学館で開催された恒例のサイエンス寺子屋にはたくさんの
子どもたちが訪れ、高校生のお兄さんやお姉さんらから工作を教わり、
出来あがった作品が、思いどおりに動くと歓声があがっていました。

1赤穂海浜公園「塩の国」枝条架工事見学（８/20）
2サイエンス寺子屋（８/20　海洋科学館)
3消費者協会子ども啓発セミナーでは、自然素材クラフトを楽しみまし

た。（８/22　美化センター）

夏
休
み
の
お
勉
強

＃feel_akoで投稿を!!

市では赤穂市の魅力再発見とPRを目的として、Instagram
（インスタグラム）での情報発信を開始しました。

画像や動画共有を中心としたSNS（ソーシャルネットワー
キングサービス）を活用し、市内の魅力ある風景などの写
真を投稿していきます。

アカウント名

兵庫県赤穂市：「ako.city」
登録ＵＲＬ：https://www.instagram.com/ako.city/
ぜひ、アカウント「ako.city」をフォローして応援してください！
また、「＃feel_ako」とハッシュタグを付けた赤穂市の魅力あふれる
投稿をして、皆さま一緒に赤穂市をＰＲしましょう。

インスタグラムの利用方法

スマートフォンやタブレットにインスタグラムのアプリ
をダウンロードし、「ako.city」で検索してください。
上記URLから閲覧は可能です。

12

3

フォトニュース

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。(アドレス) http://www.city.ako.lg.jp/ar.html

●所在図

①①
R2

ガソリン
スタンド

駐車場

馬路川

●所在図

●所在図

②②

R250

塩屋青少年
武道館

新田居村
集会所

塩屋幼稚園

③③

高雄

目坂

目坂清水
集会所

清水トンネル
目坂

物件番号①

●入札時間　　　　　午前10時～ 10時30分まで

●公売保証金の納付　午前10時～ 10時15分まで

●開札時間　　　　　午前10時30分

ＪＲ有年駅から近隣地域の中心まで西へ約4.8km
市街化調整区域　指定建ぺい率60％　指定容積率200％

種類 所在地等 最低入札価格 公売保証金

宅　地 西有年字柴床1025番1
 462.00㎡

3,300,000円 330,000円
居　宅

西有年字柴床1025番1
家屋番号1025番1
コンクリートブロック造陸
屋根平家建 77.00㎡

公売条件 土地・家屋の一括売却とする

物件番号②

物件番号③

●入札時間　　　　　午前11時～ 11時30分まで

●公売保証金の納付　午前11時～ 11時15分まで

●開札時間　　　　　午前11時30分

●入札時間　　　　　午後１時30分～２時まで

●公売保証金の納付　午後１時30分～１時45分まで

●開札時間　　　　　午後２時

ＪＲ播州赤穂駅から近隣地域の中心まで北西へ約2.3km
第１種住居地域　指定建ぺい率60％　指定容積率200％

ＪＲ坂越駅から近隣地域の中心まで北へ約５km
市街化調整区域　指定建ぺい率60％、指定容積率200％

種類 所在地等 最低入札価格 公売保証金

宅　地 新田字居村188番2
66.16㎡ 920,000円 100,000円

種類 所在地等 最低入札価格 公売保証金

雑種地
赤穂市目坂字折戸16番2 42㎡
赤穂市目坂字折戸17番2 33㎡
赤穂市目坂字折戸19番2 17㎡

270,000円 30,000円

不動産公売のお知らせ
●問い合わせ先　総務部税務課 徴収係　☎４３・６８０５

注意事項

・  あらかじめ公売財産の現況・関係公簿等を確認のうえ入札して

ください。

・  土地の境界については、隣接地の所有者と協議してください。

・  入札開始20分前に公売場所に入場し、担当職員の説明を聞いて

から入札してください。

・  事情により入札を中止することがありますのでご注意ください。

・  公売の手引を用意しております。その他不明な点もお問い合わ

せください。

次のとおり、不動産の公売を実施します。

公売期日　９月27日（水）

●公売場所　　　市役所 204会議室

●公売方法　　　一般競争入札

●売却決定日時　10月４日（水） 午前10時

●買受代金納付期限　10月４日（水） 午後３時
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始めました。 問 市長公室企画広報課広報担当　☎４３・６８７３

平和を願い　広島で平和学習会

平和学習会が開催され、市内の小学生40名が広島平和
記念資料館などを訪れました。原爆ドームなどを見学
し、戦争の悲惨さ、恐ろしさ、平和の尊さについて学
習しました。（７/27 広島平和記念公園）

異文化を肌で感じる　ロッキングハム市訪問

平成29年度英語教育推進体制整備事業として、市内の中学生10名と
教員４名が姉妹都市・豪のロッキングハム市に派遣されました。帰国
後、市長への報告会があり、赤穂西中３年の炭田さんは「靴を履いた
まま家に入ることは最初は抵抗があったけれど、帰国後に家でも靴で
上がってしまうぐらいに慣れてしまった。今後も日本との文化の違い
を探していきたい。」と市長に報告しました。（８/４～ 10）

夏休みの自由研究などに役立つさまざまな行事が開催されました。老朽
化した流下式製塩施設(枝条架)のリニューアル工事が行われている赤穂
海浜公園「塩の国」では工事の見学会が行われ、子どもたちだけでなく
大人も真剣に担当者の話を聞いていました。
また、海洋科学館で開催された恒例のサイエンス寺子屋にはたくさんの
子どもたちが訪れ、高校生のお兄さんやお姉さんらから工作を教わり、
出来あがった作品が、思いどおりに動くと歓声があがっていました。

1赤穂海浜公園「塩の国」枝条架工事見学（８/20）
2サイエンス寺子屋（８/20　海洋科学館)
3消費者協会子ども啓発セミナーでは、自然素材クラフトを楽しみまし

た。（８/22　美化センター）

夏
休
み
の
お
勉
強

＃feel_akoで投稿を!!

市では赤穂市の魅力再発見とPRを目的として、Instagram
（インスタグラム）での情報発信を開始しました。

画像や動画共有を中心としたSNS（ソーシャルネットワー
キングサービス）を活用し、市内の魅力ある風景などの写
真を投稿していきます。

アカウント名

兵庫県赤穂市：「ako.city」
登録ＵＲＬ：https://www.instagram.com/ako.city/
ぜひ、アカウント「ako.city」をフォローして応援してください！
また、「＃feel_ako」とハッシュタグを付けた赤穂市の魅力あふれる
投稿をして、皆さま一緒に赤穂市をＰＲしましょう。

インスタグラムの利用方法

スマートフォンやタブレットにインスタグラムのアプリ
をダウンロードし、「ako.city」で検索してください。
上記URLから閲覧は可能です。

12

3

フォトニュース

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。(アドレス) http://www.city.ako.lg.jp/ar.html
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平成29年度第56回赤穂市民文化祭のお知らせ
 問赤穂市民会館　☎４３・７４５０

ヴィッセル神戸 赤穂市民応援デー

文化芸術の秋を満喫してみませんか？
平成29年度第56回赤穂市民文化祭の日程が決まりました。
日頃練習した成果を、市民の皆さまの前で発表します。入場は無料ですので、どうぞ気軽にお越しください。

ヴィッセル神戸のホームゲームの無料観戦チケット

を、プレゼントします。

●対象試合

　10月21日（土） 午後２時キックオフ

　　【ヴィッセル神戸 vs. サガン鳥栖】

　　ノエビアスタジアム神戸（ノエスタ）

●応募条件　赤穂市内在住の人

●  席種人数　自由席（席種は当選ハガキでお知らせ）に

抽選で100名

●応募方法　往復ハガキで応募

　  　官製往復ハガキ往信面に下記と、返信面に返信先

住所を記入の上、郵送。①申込人数（５人まで） 

　  ②参加者全員の郵便番号、住所、氏名、年齢、電話

番号

●応募先　〒652-0855 神戸市兵庫区御崎町1-2-1

　　　　　「ヴィッセル神戸 赤穂市民応援デー係」

●  当選連絡　ハガキにて試合の１週間前までに通知し

ます。

●応募締切　10月９日（月・祝）ハガキ必着

問ヴィッセル神戸チケットセンター

　☎０７８・６５１・１２２２

　※午前10時～午後５時30分（土日祝休）

月／日（曜） 行　事　名 会　　場 時　　　間 内　　容（出品点数・出品者数ほか）

10月４日（水） 市民俳句会
市民会館
第４会議室

13時30分開会 赤穂俳句愛好会による合同俳句会

10月７日（土） 市民短歌会
市民会館
第４会議室

14時開会 赤穂短歌の会による短歌会

10月７日（土）
～８日（日）

生花展
市民会館
大会議室

７日　９時～ 17時
８日　９時～ 16時

赤穂市華道連盟加盟の社中による生け花の作品展

10月12日（木）
市民音楽祭

（小中学校の部）
文化会館
大ホール

13時開演
市内小中学校の音楽部、吹奏楽部によるコーラス、
吹奏楽等の発表会

10月15日（日） 舞踊の会 
文化会館
小ホール

13時開演 赤穂芸能文化協会加盟社中による日本舞踊の発表会

11月２日（日）
～７日（火）

学童美術展
（絵画・書道）

市民会館
大会議室
第４会議室

２日～５日　９時～ 18時
６日　休館日
７日　９時～ 17時

市内小中学校の児童、生徒による絵画・書道作品展

11月２日（日）
～７日（火）

手づくり和凧展
市民会館
1階ロビー

２日～５日　９時～ 21時
６日　休館日
７日　９時～ 17時

赤穂大空会会員作成の和凧及び会員所有による各地
の和凧の展示会

11月３日
（金・祝）

市民音楽祭
（一般の部）

文化会館
大ホール

13時開演
市内のコーラス団体（高齢者大学、サークル等）によ
る合唱（コーラス）発表会

11月３日
（金・祝）

第56回
赤穂市民文化祭表彰式

文化会館
学習室

13時30分開会
俳句兼題、俳句席題、短歌、計３部門による入賞者
の表彰式

11月５日（日） 歌謡の祭典
文化会館
小ホール

12時30分開演
赤穂歌謡同好会会員及び協賛団体によるカラオケの
発表会

11月11日（土）
～ 12日（日）

木目込み人形展
市民会館
第４会議室

19日　９時半～ 17時
20日　９時半～ 16時

木目込みこてまりの会による
人形作品展

11月12日（日） 詩吟・詩舞発表会
文化会館
小ホール

12時開演
赤穂吟剣詩舞道連盟による詩吟（独吟・合吟他）と詩
舞（扇舞・剣舞他）の発表会　　

11月19日（日）
民謡発表会
赤穂民謡同好会塩華
第35回記念発表会

文化会館
小ホール

11時30分開演
赤穂民謡同好会会員及び賛助者による
日本民謡の第35回記念発表会　　

11月26日（日）
邦楽の調べ
尺八と琴の会

文化会館
小ホール

13時開演
赤穂芸能文化協会加盟の社中による
尺八と琴の発表会 赤穂市介護支援ボランティア・ポイント制度とは

　高齢者がボランティア活動を行うことで、健康増

進と介護予防を図るとともに、地域への貢献を支援

し、社会参加の促進を図ることを目的とした制度

です。

　ボランティア登録を行った高齢者が、指定された

ボランティア活動を行うと、受入機関から介護支援

ボランティア手帳にスタンプが付与されます。１年

間で集めたスタンプ（ポイント）で、転換交付金（上

限5,000円）の交付を受けることができます。

　介護支援ボランティア活動に参加してみませんか。

●  対象者　65歳以上の人（赤穂市介護保険第１号被

保険者）のうち、要介護１～５の要介護認定を受

けていない人

●  対象となる活動　配膳下膳などの補助、施設内移

動の見守り、話し相手、行事の手伝いなど

●  活動場所（受入機関）　特別養護老人ホーム、老人

保健施設、グループホーム、デイサービスなど

●  転換交付金　１時間の活動で

　１スタンプ（100ポイント）＝100円

　※交付金の上限は年度ごとに5,000円

　※スタンプの上限は１日につき２スタンプ。

　※  介護支援ボランティア手帳を紛失した場合、

それまでに付与されたスタンプは失効となり

ます。

　※  介護保険料に滞納がある人は、交付を受けるこ

とができません。

●  登録申込先　赤穂市社会福祉協議会

　※登録後、活動前に研修を受けていただきます。

　 ▽持参するもの

　　・印鑑

　　・介護保険被保険者証

　　・ボランティア保険加入料500円

●  その他　希望する活動や場所については、赤穂市

社会福祉協議会が相談を受け付けます。

介護保険相談室

“赤穂市介護支援ボランティア”を随時募集しています～社会参加活動を通して、より元気にいきいきと～
高齢者を見守る支えるネットワーク

事業に関すること　医療介護課 介護保険係　☎ 43・6947
登録・活動に関すること　赤穂市社会福祉協議会　☎ 42・1397

国保医療だより

交通事故などに遭った場合は、まず届出を！

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

　交通事故や傷害事件、飲食店等での食中毒など、

第三者（加害者）の行為によって病気やケガをしたと

きの治療費は、本来、加害者が負担すべきものですが、

届出することにより国民健康保険（国保）を使って治

療を受けることもできます。

　ただし、これはあくまでも、国保が一時的に立替

えをするものであり、後日、国保から加害者に費用

を請求することになります。

　交通事故に遭い、治療が必要となる場合には、す

ぐに警察署において、「交通事故証明書」を発行しても

らうと同時に、医療介護課まで届出をしてください。

　なお、届出前に加害者から治療費を受け取ったり、

示談を済ませたりすると、国保が使えなくなる場合

がありますのでご注意ください。

　また、自損事故の場合は、一般的には国保の給付

対象になりますが、酒酔い運転や無免許運転などの

悪質な法令違反の場合は、給付対象にはなりません。

●届出に必要なもの

　保険証・印鑑・交通事故証明書（後日でも可）

柔道整復師への正しいかかり方

　近年、柔道整復師（整骨院・接骨院）は、皆さまの

生活に身近なものとなってきています。しかし、柔

道整復師の施術を受ける場合、健康保険証が使える

場合と使えない場合がありますのでご注意ください。

●健康保険が使える場合

　急性などの外傷性の骨折、脱臼・打撲及び捻挫

●健康保険が使えない場合

▽日常生活からくる疲労・肩こり・体調不良

▽慰安目的のあん摩・マッサージ代わりの利用

▽スポーツなどによる筋肉疲労・筋肉痛

▽医師の同意のない骨折や脱臼の治療

▽   仕事中や通勤途上に起きた負傷（労災保険からの給

付になります）

　かかった後で、保険適用が認められない場合は、

全額自己負担になります。施術を受ける際には、負

傷原因を正確に伝え、柔道整復師へのかかり方を正

しくご理解いただいたうえで、適切な受診にご協力

をお願いします。
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問環境課　☎４３・６８２１みんなで考えよう!! 「産廃」のこと
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■臨時休館のお知らせ

９月18日（月）～21日（木）はシステム更新の
ため臨時休館します｡

■朗読 ･ 話し方講座（３回）

「人前で読む･話すことに自信をつけよう」
第１回：９月16日（土） 
第２回：９月30日（土） 
各回とも午前10時15分～11時45分
講師：アナウンスプランナー　水野かおり氏
※対象 :  一般の人。話し方、朗読に興味のあ

る人。

■来夢朗読会

日時：９月22日（金） 午後１時30分～３時
場所：２階視聴覚室
朗読：赤穂朗読ボランティア　来夢
内容：①「三枚のお札」 ②「天ぷらそば」
　　　③「心中未遂」

●問い合わせ先　図書館 ☎４３・０２７５
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レ
ー
」

 

／
堤　

 

人
美

「
元
気
な
魚
が
育
つ
水
槽
作
り
」 

／
青
木 

崇
浩

「
広
重
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」／
歌
川 

広
重

「
女
と
男
の
品
格
。」／
伊
集
院 　

静

「
変
幻
」／
今
野 　

敏

「
政
略
結
婚
」／
高
殿 　

円

「
だ
じ
ゃ
れ
世
界
一
周
」／
長
谷
川 

義
史

「
し
っ
ぱ
い
な
ん
か
こ
わ
く
な
い
！
」

 

／
ア
ン
ド
レ
ア 

ベ
イ
テ
ィ
ー

「
金
原
瑞
人〈
監
修
〉に
よ
る
12
歳
か
ら
の
読
書
案
内
」

 

／
金
原 

瑞
人

「
キ
キ
と
ジ
ジ
」／
角
野 

栄
子　

「
ジ
ョ
ー
ジ
と
秘
密
の
メ
リ
ッ
サ
」

 

／
ア
レ
ッ
ク
ス 

ジ
ー
ノ

～産業廃棄物Ｑ＆Ａ①～

今回から産業廃棄物に関するＱ＆Ａをご紹介します。

Ｑ．廃棄物とは、どういうものをいうのですか？

Ａ．廃棄物処理法では「汚物又は不要物であって固形状又は液状のもの」と定義されています。

　  　また、不要物になるかどうかについては「物の性状（安定性と有害性）」、「排出の状況（計画性）」、「通

常の取扱い形態（市場性）」、「取引価値の有無（経済合理性）」、「占有者の意思（客観的主観性）」等を総合

的に勘案して判断しなければならないこととされています（総合判断説）。

 （出典：龍野浩一著　第一法規㈱発行　「これは廃棄物？だれが事業者？お答えします！廃棄物処理」）
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図書館からのお知らせ

第７次行政改革大綱平成28年度取組結果

　平成25年度から平成29年度までの５カ年を計画

期間として策定しました第７次行政改革大綱におけ

る平成28年度の主な取組状況は次のとおりです。

　市では、総合戦略に基づき、地方創生に向けた取

り組みを推進しておりますが、厳しい財政状況の中、

事業・施策を選択的、集中的に実施し、行政サービ

スの維持向上に努めております。限られた財源を有

効に活用していくため、今後とも行財政改革を推進

していくことが必要でありますので、ご協力をお願

いします。

問行政課 ☎４３・６８５０

●平成28年度の主な取組状況

取　組　計　画 取　　組　　状　　況

情 報 セ キ ュ リ テ ィ の
技 術 的 対 策 の 強 化

インターネットに接続するネットワークを業務系ネットワークから分離することに
より、業務環境のセキュリティ確保を図りました。

赤穂市男女共同参画プランの見直し 第２次男女共同参画プランの一部見直しを行いました。

空 き 家 対 策 の 推 進
・ 赤穂市空き家等の適正管理に関する条例に基づく指導を８件実施し、危険空き家
除却費補助金を７件交付しました。

・ 空き家実態調査を実施し、データベース化しました。

ふるさと寄付金の推進

・ インターネットのポータルサイトからクレジット決済ができるように環境整備し
ました。

・ 市外在住の１万円以上の寄付者に対して、特産品を贈呈しました。

　・寄付件数　1,414件　・寄付金額　77,808,311円

広 域 行 政 課 題 の 検 討
播磨圏域連携中枢都市圏構想ビジョンにおける17項目について、姫路市と連携し圏
域事業を実施しました。

公 共 施 設 改 革 の 推 進
今後の公共施設等全体の基本方針を定める赤穂市公共施設等総合管理計画を策定し
ました。

窓口業務開設時間の検討

・ 年度末、年度初めの土曜日に、市民課、医療介護課、子育て健康課において、８
時30分から17時15分まで窓口業務を実施しました。

・ 年間を通じて日曜日に、個人番号カード交付のため休日臨時窓口を延べ14日開設
しました。

・ 住民票の写し等の証明書のコンビニ交付を開始しました。

インターネットを活用
し た 行 政 情 報 の 提 供

・ フェイスブック、ユーチューブによる情報配信、スマートフォン用アプリ「マチイ
ロ」による広報あこうの配信を開始し、市ホームページ等と併せてより多くの行政
情報の発信を実施しました。

・ 議員視察等の報告をホームページで公開しました。

新たな人材育成型人事制度の導入 新たな人事評価制度を導入し、評価者研修の実施などにより円滑な推進に努めました。

自然災害から暮らしを守るために「兵庫県住宅再建共済制度」

正しく恐れて、しっかり備える !!
★近年、日本各地で地震や豪雨による自然災害が頻発。明日は自分かもしれない･･･

★地震や津波の被害では、地震保険･共済は火災保険金額の50％しか加入できません。

だから、兵庫県のフェニックス共済
●地震、津波、風水害、豪雪、竜巻などあらゆる自然災害が対象です。

●他の地震保険や共済に加入していても加入でき、給付が受けられます。

●住宅の築年数や構造などに関係なく、定額負担で定額給付です。

お問い合わせ：西播磨県民局総務防災課　☎0791・58・2120
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●
  

市
営
住
宅
・
募
集
戸
数

①
坂
越
高
谷
団
地（
１
階
）

 

２
Ｄ
Ｋ
＝
１
戸

②
坂
越
高
谷
団
地

 

３
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸

③
千
鳥
団
地
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

 

（
車
い
す
対
応
）＝
１
戸

④
千
鳥
団
地 

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
２
戸

⑤
千
鳥
団
地 

３
Ｄ
Ｋ
＝
８
戸

⑥
塩
屋
西
団
地 

３
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸

⑦
塩
屋
団
地（
１
階
）

 

２
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸

⑧
塩
屋
団
地 

３
Ｄ
Ｋ
＝
10
戸

⑨
塩
屋
団
地 

４
Ｄ
Ｋ
＝
１
戸

※  

千
鳥
団
地（
車
い
す
対
応
）に

申
し
込
み
で
き
る
人
は
、
生

活
に
常
時
車
い
す
を
必
要
と

さ
れ
て
い
る
人
の
い
る
世
帯

の
み
で
す
。

※  

坂
越
高
谷
団
地（
１
階
）、
塩

屋
団
地（
１
階
）に
申
し
込
み

で
き
る
人
は
、
次
の
条
件
に

該
当
す
る
人
の
み
で
す
。

ア  

１
階
に
居
住
す
る
必
要
が
あ

る
障
が
い
の
あ
る
人
及
び
障

が
い
の
あ
る
人
の
い
る
世
帯

イ

 
 

60
歳
以
上
の
単
身
者

ウ  

60
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯（
民

法
上
の
扶
養
関
係
に
あ
る
こ
と
）

エ

 
 

60
歳
以
上
の
人
と
配
偶
者
の

み
の
世
帯

オ

 
 

60
歳
以
上
の
人
と
18
歳
未
満

の
児
童
の
み
の
世
帯（
民
法

上
の
扶
養
関
係
に
あ
る
こ
と
）

●
  

県
営
住
宅･

募
集
戸
数

①  

赤
穂
尾
崎
鉄
筋
３
Ｄ
Ｋ
２
人

以
上
世
帯
用
＝
５
戸

②  

赤
穂
中
広
鉄
筋
３
Ｄ
Ｋ
〜
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
３
人
以
上
世
帯
用
＝

４
戸（
注
１
）

③  

赤
穂
千
鳥
高
層
２
Ｄ
Ｋ
単
身

可（
高
齢
者
）＝
１
戸（
注
２
）

④  

赤
穂
千
鳥
高
層
２
Ｄ
Ｋ
単
身

可（
一
般
）＝
１
戸（
注
３
）

⑤  

赤
穂
千
鳥
高
層
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２

人
以
上
世
帯
用
＝
２
戸

⑥  

赤
穂
千
鳥
高
層
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
単

身
可（
一
般
）＝
15
戸（
注
３
）

⑦  

赤
穂
千
鳥
高
層
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
３

人
以
上
世
帯
用
＝
９
戸（
注
１
）

⑧  

赤
穂
湯
の
内
鉄
筋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２
人
以
上
世
帯
用
＝
２
戸

⑨  

赤
穂
湯
の
内
鉄
筋
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
３
人
以
上
世
帯
用
＝
２
戸

（
注
１
）

（
注
１
）夫
婦
又
は
婚
約
者
と
の

２
人
世
帯
で
、
合
計
年
齢
が

80
歳
未
満
の
場
合
に
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

（
注
２
）
高
齢
者
世
帯
向
け
特
定

目
的
住
宅
の
た
め
、
申
し
込
み

に
は
別
途
要
件
が
あ
り
ま
す
。

（
注
３
）
単
身（
一
般
）
で
お
申
込

み
の
人
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
  

入
居
時
期(

予
定)

　

市
営
住
宅
＝
11
月
１
日

　

県
営
住
宅
＝
11
月
中
旬

●
  

募
集
期
間　

9
月
11
日（
月
）

〜
19

日（
火
） 

土･

日
、
祝

日
を
除
く
。

●
  

抽
選
日　

9
月
25
日（
月
）

●
  

申
込
方
法 

市
役
所
１
階
市

民
課
住
宅
係
に
、
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
所
得
確
認
書
類

を
添
付（
市
営
住
宅
の
み
）し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
収

入
基
準
等
の
申
込
資
格
要
件

が
あ
り
ま
す
）。

●
  

受
付
場
所 

市
民
課
住
宅
係

問  

市
民
課 

住
宅
係

 

☎
43
・
７
０
６
６

　

加
西
市
の
義
士
ゆ
か
り
の
史

跡
を
探
訪
し
ま
す
。
ま
た
、
忠

臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
行
事
の
記
念
講

演
会
等
に
参
加
し
ま
す
。

●
  

日
程　

11
月
10
日（
金
）

●
  

参
加
負
担
金

　

  

１
人
３
，
５
０
０
円（
交
通

費
・
昼
食
代
含
む
）

●
  

募
集
人
数　

赤
穂
市
民
21
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
  

募
集
期
間　

９
月
30
日（
土
）

ま
で

●
  

応
募
方
法　

文
化
と
み
ど
り

財
団
窓
口（
赤
穂
市
文
化
会

館
内
）で
申
込
用
紙
に
記
入
、

も
し
く
は
電
話
に
て
申
込
み
。

●
  

申
込
先　

赤
穂
市
文
化
と
み

ど
り
財
団
事
務
局

 

☎
43
・
３
２
６
９

　

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、
司
法

書
士
に
よ
る
成
年
後
見
人
に
関

す
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
権
利

や
財
産
を
守
る
身
近
な
仕
組
み

で
す
。
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ

る
人
に
か
か
わ
る
ご
心
配
、
ご

相
談
に
司
法
書
士
が
お
答
え
し

ま
す
。

●
  

日
時　

9
月
23
日（
土
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
  

場
所　

姫
路
市
飾
磨
市
民
セ

ン
タ
ー
展
示
室

●
  

事
前
予
約　

不
要

●
  

共
催　

兵
庫
県
司
法
書
士

会
・
公
益
社
団
法
人
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
兵
庫
支
部

問  

兵
庫
県
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
２
７
５
５

募集

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

入
居
者

催し

赤
穂
義
士
ゆ
か
り
の
史
跡

を
訪
ね
る
会

お知らせ

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
の

た
め
の
成
年
後
見
無
料
相
談
会

有
年
駅
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト

「
有
年
木
造
駅
舎
あ
り
が
と
う
」

　

現
在
の
有
年
駅
は
、
明
治

23
年
に
開
設
さ
れ
た
県
内
で
現

存
す
る
最
古
の
木
造
駅
舎
で
す

が
、
こ
の
秋
に
そ
の
役
目
を
終

え
、
新
し
い
駅
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
駅
舎
が
解
体
さ
れ
る

前
に
、
有
年
駅
ゆ
か
り
の
写
真

な
ど
を
展
示
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
を
１
２
７
年
間
見
守
り
続
け

た
有
年
駅
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い『
有
年
駅
』に
会
い
に
来
ま
せ

ん
か
。

●
  

期
間　

９
月
26
日（
火
）

 

〜
10
月
８
日（
日
）

 

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　

期
間
中
に
日
時
を
限
定
し

て
、
子
ど
も
用
の
制
服
を
着
て

記
念
撮
影
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
予
定
で
す
。（
開
催
日
時

は
、
決
ま
り
次
第
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

●

場
所　

Ｊ
Ｒ
有
年
駅
旧
駅
舎

●
  

主
催　

有
年
駅
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会

問  

区
画
整
理
課

 

☎
43
・
６
８
２
９

　

再
就
職
を
本
格
的
に
考
え
て

い
る
女
性
を
対
象
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

少
人
数
で
面
接
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
び
、
再
就
職
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
。
再

就
職
に
向
け
て
お
も
い
き
っ
て

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
！

●
  

日
時　

10
月
４
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
  

場
所　

市
役
所
２
階
２
０
４

会
議
室

●
  

内
容　

▽
テ
ー
マ
＝「
あ
な

た
の
魅
力
を
引
き
出
す
面

接
テ
ク
ニ
ッ
ク
」 

▽
講
師

＝
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

飯
鉢
仁
弥 

氏

●
  

募
集
人
数　

10
名
程
度

●
  

申
込
期
限　

９
月
28
日（
木
）

●
  

そ
の
他　

０
歳
児
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ま
を

一
時
保
育
し
ま
す
。（
事
前
申

込
み
が
必
要
で
す
。）

問  

市
民
対
話
課

　

人
権
・
男
女
共
同
参
画
係

 

☎
43
・
６
８
１
８

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
す

る
ヒ
ン
ト
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

●
  

日
時　

９
月
26
日（
火
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

●
  

場
所　

市
民
会
館
２
階

　

中
会
議
室

●
  

講
師　

ひ
ょ
う
ご
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー

バ
ー
所
長 

和
田
康
宏 

氏

　

  『
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
就

労
に
つ
い
て
』

●
  

参
加
料　

無
料

●
  

申
込
方
法　

９
月
11
日（
月
）

ま
で
に
産
業
観
光
課
へ
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

問  

産
業
観
光
課

 

☎
43
・
６
８
３
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ

46
・
３
４
０
０

●
  

日
時　

９
月
28
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
  

場
所　

市
役
所
２
０
４
会
室

●
  

内
容　

▽
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

  

▽
男
女
共
同
参
画
関
連
事
業

の
提
案
等
に
つ
い
て 

ほ
か

●
  

傍
聴
申
込　

10
名（
受
付
順
）

※  

当
日
の
会
議
開
催
予
定
時
刻

の
15
分
前
ま
で
に
、
傍
聴
申

込
票
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
。

傍
聴
す
る
人
は
、
会
場
内
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問  

市
民
対
話
課

　

人
権
・
男
女
共
同
参
画
係

 

☎
43
・
６
８
１
８

●
  

日
時　

10
月
2
日（
月
）

　

午
後
1
時
受
付
開
始

●
  

会
場　

兵
庫
県
弁
護
士
会
姫

路
支
部
会
館
3
階
大
ホ
ー
ル

●
  

内
容　

▽
講
演
会
＝
午
後

1
時
30
分
〜 

「
離
婚
に
つ
い

て
」 

▽
無
料
法
律
相
談
＝
午

後
3
時
〜

※  

受
付
け
は
と
も
に
午
後
１
時

〜
。（
無
料
法
律
相
談
に
つ
い

て
は
、
午
後
３
時
ま
で
に
受

付
け
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。）

※  

大
部
屋
で
の
一
斉
相
談
会
に

な
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※  

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問  
兵
庫
県
弁
護
士
会
姫
路
支
部

 

☎
０
７
９
・
２
８
２
・
８
４
５
８

催し

有
年
駅
ゆ
か
り
の

写
真
展
を
開
催
し
ま
す

募集

出
張
！
女
性
の
た
め
の

働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

催し

障
が
い
者
雇
用
促
進

セ
ミ
ナ
ー

お知らせ

赤
穂
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会

お知らせ

10

月
２
日
は
法
の
日

講
演
会
と
無
料
相
談
会

情報コーナー情報コーナーInformationInformation
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●
  

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男

性
60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の

人
、
会
員
と
な
っ
て
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
。
剪
定
・
除

草
・
家
事
援
助
、
軽
作
業

等
、
腕
を
振
る
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
臨
時
的
・
単
発
的
な

仕
事
も
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
就
業
募
集
状
況
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

  　

ぜ
ひ
、
入
会
説
明
会
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
9
月
は
出

張
説
明
会
も
開
催
し
ま
す
。

●

10
月
の
入
会
説
明
会（
本
所
）

・
日
時　

10
月
10
日（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

※  

有
年
地
区
出
張
入
会
説
明
会

・
日
時　

９
月
28
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

・
場
所　

有
年
公
民
館

●
  

お
仕
事
承
り
ま
す　

▽
不

用
品
の
処
分 

▽
家
事
手
伝

い 

▽
人
材
派
遣
等 

そ
の
他

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問  （
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
７
２
０
０

 
h
ttp

://w
w

w
.a

k
o
-sjc

.jp

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
リ
ハ
フ
ェ
ス
タ

 
ｉ
ｎ
西
播
磨
２
０
１
７

●

日
時　

10
月
15
日（
日
）

　

  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 
（
小
雨
決
行
）

●
  

場
所　

西
播
磨
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

●
  

内
容

　

  

▽
女
子
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
Ａ
Ｓ

ハ
リ
マ
ア
ル
ビ
オ
ン
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト 

　

  

▽
大
道
芸
・
ダ
ン
ス
等
ス

テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

　

  

▽
西
播
磨
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

サ
ッ
カ
ー
対
決
や
新
作
の
段

ボ
ー
ル
迷
路
サ
ッ
カ
ー 

　

  

▽
車
い
す
バ
ス
ケ
等
の
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
お
子

さ
ま
向
け
遊
具
コ
ー
ナ
ー 

　

  

▽
飲
食
・
特
産
品
販
売 

　

  

▽
お
た
の
し
み
抽
選
会
な

ど 

詳
し
く
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
。

問  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播

磨
病
院
総
務
部
地
域
支
援
・

研
修
交
流
課

 

☎
58
・
１
０
５
０

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播

磨
病
院
県
民
公
開
講
座
」

　

脳
卒
中
は
突
然
起
こ
り
ま

す
。
ど
ん
な
リ
ハ
ビ
リ
が
あ

る
の
？
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
？
…

知
っ
て
お
く
と
安
心
で
す
。
希

望
者
に
は
個
別
相
談
、
施
設
見

学
も
行
い
ま
す
。

●

日
時　

９
月
30
日（
土
）

　

午
後
1
時
〜
3
時

●
  

場
所　

兵
庫
県
立
西
播
磨
総

合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
交
流
ホ
ー
ル

●
  

テ
ー
マ 

「
も
し
も
、
家
族
が

脳
卒
中
に
な
っ
た
ら
〜
あ
き

ら
め
な
い
最
新
の
リ
ハ
ビ
リ

サ
ー
ビ
ス
と
、
知
っ
て
得
す

る
支
援
サ
ー
ビ
ス
〜
」

●

参
加
料  

無 

料

●

定
員　

１
５
０
名

●
  

申
込
方
法　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
西
播
磨
病
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日

参
加
可
能
で
す
。

問  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播

磨
病
院
業
務
部
医
事
調
整
課

 

☎
58
・
１
０
５
０

身
体
障
害
者
訓
練

●
  

募
集
科
目　

▽
も
の
づ
く
り

科 

▽
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科 

▽

情
報
サ
ー
ビ
ス
科

●
  

対
象　

身
体
等
に
障
が
い
の

あ
る
求
職
者
等

●
  

募
集
人
数　

各
科
10
名

●
  

応
募
方
法　

現
住
所
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
で
必

ず
相
談
の
上
、
応
募
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

知
的
障
害
者
訓
練

●
  

募
集
科
目　

総
合
実
務
科

●
  

対
象　

知
的
障
が
い
の
あ
る

人（
通
校
す
る
こ
と
が
で
き

る
人
）

●
  

募
集
人
数　

15
名

●
  

応
募
方
法

①  

現
住
所
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
で
相
談
の
上
、
体

験
入
校
の
電
話
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

②  

２
日
間
の
体
験
入
校（
予
備

検
査
）
終
了
後
、
現
住
所
を

管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所

に
応
募
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※  

体
験
入
校
の
受
付
は
10
月
６

日（
金
）ま
で
で
す
。

●
  

募
集
期
間　

　

  

▽
身
体
障
害
者
訓
練
＝
10
月

24
日（
火
）〜
11
月
14
日（
火
）

　

  

▽
知
的
障
害
者
訓
練
＝
9
月

26
日（
火
）〜
10
月
17
日（
火
）

●
  

選
考
日　

　

  

▽
身
体
障
害
者
訓
練
＝
11
月

22
日（
水
）

　

  

▽
知
的
障
害
者
訓
練
＝
10
月

26
日（
木
）

●
  

授
業
料　

無
料（
教
科
書
代

及
び
検
定
受
験
料
等
の
諸
経

費
は
自
己
負
担
）

問  

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院

 

☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
９
２
８
・
５
５
１
２

　 
 U

R
L h

ttp
://

w
w

w
.sg

i.

a
c
.jp

/

　

美
術
工
芸
館（
田
淵
記
念
館
）

は
、
展
示
替
え
の
た
め
９
月
27

日（
水
）、
11
月
29
日（
水
）を
臨

時
休
館
と
し
ま
す
。

問  
赤
穂
市
文
化
と
み
ど
り
財
団

事
務
局 

☎
43
・
３
２
６
９

催し

播
磨
科
学
公
園
都
市
ま
ち
び
ら
き
20

周
年
事
業

募集

県
立
障
害
者
高
等
技
術

専
門
学
院
生

お知らせ

臨
時
休
館

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス
https://www.facebook.com/akoharmony
自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

赤穂市文化会館をご利用の際は、当館駐車場への駐車をお願いいたします。特に、

フレスポ赤穂の駐車場には絶対に駐車しないようにしてください。当館の駐車場

は台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用の上お越しください。

近隣の商業施設への駐車はおやめください

出　演：橋之助 改め 八代目中村芝翫、国生 改め 四代目中村橋之助  ほか

演　目：「猩々」、「襲名披露 口上」、一谷嫩軍記「熊谷陣屋」

入場料：一等席6,000円、二等席5,000円、高校生以下1,000円（二

等席限定）※友の会2割引 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

松竹大歌舞伎
　中村橋之助 改め 八代目中村芝翫襲名披露

９月21日(木)　13：30開演　大ホール　全席指定

好評発売中

出　演：村田恵子、棚橋恭子、中村翔太郎、中村洋乃理

曲　目：テレマン ４つのヴィオラのための協奏曲第３番 ほか

入場料：前売2,000円（友の会1,800円）、当日2,500円（友の会割引なし）

　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。

Alto de Campagne vol.4  

ふるさとで奏でるヴィオラ四重奏

９月29日(金)　19：00開演　小ホール　全席自由

好評発売中

入場料：前売1,500円（友の会1,200円）、当日2,000円（友の会割引無し）

 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

木津川計の一人語り劇場　

私は貝になりたい

11月18日(土)　14：00開演　小ホール　全席自由

好評発売中

住宅リフォーム助成２次募集のご案内

　市内に本社・本店を有する施工業者に発注し

て、自己で所有し居住する住宅の補修・改良等

を行う場合、その経費の一部を赤穂商工会議所

が発行する商品券で助成する「住宅リフォーム

助成」の２次募集を実施します。

●応募受付期間

　９月５日～ 19日（当日消印有効）

●対象となる工事及び住宅

・  工事経費が20万円（消費税額を含む）以上で、

住宅の補修・改良や利便性・防犯機能の向上

を図るための設備改善、外構工事など。

・  平成24年度から平成29年度（１次募集）に同

助成を受けていない人及び住宅。

　  　事前に審査がありますので、必ず交付決定

を受けてから施工してください。

●助成割合及び上限

　  　工事経費（消費税額を含む）の13％で13万

円（商品券）を限度とします。

●  申込方法　往復はがきに①住所、②氏名（フ

リガナ）、③電話番号、④工事内容、⑤工事

日程、⑥住宅の所有者を記入し、赤穂市産業

観光課商工係宛（〒678-0292 住所不要）へ

郵便でお申込みください。応募多数の場合は

抽選となります。

　詳しくは市ホームページをご覧ください。

問産業観光課　☎４３・６８３８

鍵かけ防犯マスコット

「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを

かけましょう！
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9/11~10/17健康・相談

人口の動き（７月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,458戸 （ － 18）

人口 48,630人 （ － 47）

男 23,550人 （ － 16）

女 25,080人 （ － 31）

 （　）内は前月比
◎７月中の異動

出生 24人（＋ 5） 転出 85人（－ ８）

死亡 43人（＋ 4） その他増 2人（＋ １）

転入 55人（－ 38） その他減 0人（－ ２）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 ７月 平成29年累計

発生件数 130（－ 3） 800（－ 62）

　人身 30（＋ 10） 140（＋ 30）

　物損 100（－ 13） 660（－ 92）

死者 1（＋ 1） 1（＋ 1）

重傷 5（＋ 5） 17（＋ 2）

軽傷 35（＋ 13） 163（＋ 46）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 ７月 平成29年累計

火災 0（ ± ０） 10（ ＋ 4）

救急 170（ ＋ １０） 1133（ ＋ 116）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎４３・６８９９ まで

ま うち ごの き

9月

11
●献血（市役所） 9:30~11:30 

●人権相談　10:00~12:00 

12
●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13:00~16:00 

　 市民対話課　☎43・6818

13
●心配ごと相談　13:00~17:00 

●2歳児歯科健診（H27.2生まれ ) 13:30~14:30 

●法律相談（要予約） 13:30~16:30 

14 ●子育て相談　13:30~16:00　子育て学習センター

15

16
●司法書士による法律相談　9:30~12:00 

　 市民対話課　☎43・6818

17  
くぼかわ医院 ☎ 42・2140
9:00~17:00

18  
シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9:00~17:00

19 ● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13:20~14:40 

20
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13:00~17:00 

●1歳6か月児健診（H28.2生まれ） 13:30~14:30 

21 ●国民年金相談　13:30~16:00 

22

23  
澤田医院 ☎ 48・8149
9:00~17:00

24  
杉口整形外科 ☎ 45・1451
9:00~17:00

25

26

●行政相談（相談委員） 10:00~12:00 

●知的障がい者相談　10:00~12:00 

●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所

●もの忘れ健康相談（要予約） 13:00~15:00 

　 地域包括支援センター　☎42・1201

27

●精神障がい者相談　10:00~12:00 

●ベビーレッスン　13:00~13:30 

●心配ごと相談　13:00~17:00 

●こころの相談（要予約） 13:00~17:00 

●法律相談（要予約） 13:30~16:30 

28 ●身体障がい者相談　10:00~12:00 

29

30

くらしのカレンダー

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

 フリーダイヤル 0120・783・115

消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)

女性問題電話相談　女性交流センター（火̃金 13:00̃16:00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818

心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保セ 保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

10月

1  
三木内科 ☎ 42・1771
9:00~17:00

2

3
●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13:20~14:40 

4

●農地相談　10:00~11:30　農業委員会

●心配ごと相談　13:00~17:00 
●こころの相談（要予約） 13:00~17:00 
●3歳児健診（H26.4生まれ） 13:30~14:30 

5

6 ●健康相談　9:00~11:00 

7

8  
イオン診療所 ☎ 46・4666
9:00~17:00

9  
堀クリニック ☎ 43・6066
9:00~17:00

10 ●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所

11

●献血（赤穂市消防本部） 9:15~11:30

●心配ごと相談　13:00~17:00 
●2歳児歯科健診（H27.3生まれ） 13:30~14:30 
●法律相談（要予約） 13:30~16:30 

12 ●子育て相談　13:30~16:00　子育て学習センター

13
●栄養相談（前日までに要予約） 9:30~11:30 
●子育て応援隊さろん　13:30~15:00 

14
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10:00~12:00　 市民対話課　☎43・6818

15  
梶原外科 ☎ 42・9934
9:00~17:00

16

17
●食育フェア（総合福祉会館） 10:00~14:00 
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13:20~14:40 

義士祭出演者を募集します 問産業観光課　☎４３・６８３９

　赤穂義士祭最大の呼び物である忠臣蔵パレード。そのクライマックス、赤穂義士47士からなる「義士行列」

及び忠臣蔵の名場面を車上で表現した「山車」に出演する人を募集します。

【義士行列】

●応募資格　

・平成29年12月１日現在、満20歳以上の男性。

・約1.1㎞のパレードコースを自力で歩ける人。

・  平成29年12月14日（木）午前７時～午後４時頃ま

で時間の都合がつく人。

●応募人数　市内の人…５名　市外の人…10名

●  応募方法　申込書に必要事項記入、顔写真添付、

押印の上、赤穂義士祭奉賛会事務局へ持参、又

は郵送にてお申込みください。

●注意事項

　・  パレード中は、眼鏡、ピアス、指輪、腕時計等、

時代背景にそぐわないものは着用を控えてく

ださい。

　・  交通費、宿泊費等は各自でご負担ください。昼

食はご用意します。

●応募締切　10月２日（月） 必着

●  選考方法　書類選考を行い、通過した人の中か

ら抽選により市内５名、市外10名を決定します。

●応募・問い合わせ先

　〒678-0292《住所不要》

　赤穂義士祭奉賛会事務局（赤穂市産業観光課）

　☎４３・６８３９　FAX４６・３４００

※  申込書は、市産業観光課、（一社）赤穂観光協会、

各地区公民館等に置いてあるほか、市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

【山車】

●  応募資格　中学生以上で、各場面に必要な人数

を確保しお申し込みください。

●募集場面

　 ▽  「田村邸切腹の場」＝４人（磯田武太夫、浅野内

匠頭、庄田下総守、多門伝八郎）

　 ▽  「一力茶屋の場」＝３人（大石内蔵助、遊女２人）

●  応募方法　申込書に必要事項を記入の上、赤穂

義士祭奉賛会事務局まで持参、FAX 又は郵送で

お申し込みください。

●注意事項

　交通費、宿泊費等は各自でご負担ください。昼

食はご用意します。

●応募締切　10月２日（月） 必着

●  選考方法　応募多数の場合は、事務局で選考し

ます。
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9/11~10/17健康・相談

人口の動き（７月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,458戸 （ － 18）

人口 48,630人 （ － 47）

男 23,550人 （ － 16）

女 25,080人 （ － 31）

 （　）内は前月比
◎７月中の異動

出生 24人（＋ 5） 転出 85人（－ ８）

死亡 43人（＋ 4） その他増 2人（＋ １）

転入 55人（－ 38） その他減 0人（－ ２）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 ７月 平成29年累計

発生件数 130（－ 3） 800（－ 62）

　人身 30（＋ 10） 140（＋ 30）

　物損 100（－ 13） 660（－ 92）

死者 1（＋ 1） 1（＋ 1）

重傷 5（＋ 5） 17（＋ 2）

軽傷 35（＋ 13） 163（＋ 46）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 ７月 平成29年累計

火災 0（ ± ０） 10（ ＋ 4）

救急 170（ ＋ １０） 1133（ ＋ 116）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎４３・６８９９ まで

ま うち ごの き

9月

11
●献血（市役所） 9:30~11:30 

●人権相談　10:00~12:00 

12
●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13:00~16:00 

　 市民対話課　☎43・6818

13
●心配ごと相談　13:00~17:00 

●2歳児歯科健診（H27.2生まれ ) 13:30~14:30 

●法律相談（要予約） 13:30~16:30 

14 ●子育て相談　13:30~16:00　子育て学習センター

15

16
●司法書士による法律相談　9:30~12:00 

　 市民対話課　☎43・6818

17  
くぼかわ医院 ☎ 42・2140
9:00~17:00

18  
シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9:00~17:00

19 ● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13:20~14:40 

20
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13:00~17:00 

●1歳6か月児健診（H28.2生まれ） 13:30~14:30 

21 ●国民年金相談　13:30~16:00 

22

23  
澤田医院 ☎ 48・8149
9:00~17:00

24  
杉口整形外科 ☎ 45・1451
9:00~17:00

25

26

●行政相談（相談委員） 10:00~12:00 

●知的障がい者相談　10:00~12:00 

●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所

●もの忘れ健康相談（要予約） 13:00~15:00 

　 地域包括支援センター　☎42・1201

27

●精神障がい者相談　10:00~12:00 

●ベビーレッスン　13:00~13:30 

●心配ごと相談　13:00~17:00 

●こころの相談（要予約） 13:00~17:00 

●法律相談（要予約） 13:30~16:30 

28 ●身体障がい者相談　10:00~12:00 

29

30

くらしのカレンダー

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

 フリーダイヤル 0120・783・115

消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)

女性問題電話相談　女性交流センター（火̃金 13:00̃16:00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818

心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保セ 保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

10月

1  
三木内科 ☎ 42・1771
9:00~17:00

2

3
●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13:20~14:40 

4

●農地相談　10:00~11:30　農業委員会

●心配ごと相談　13:00~17:00 
●こころの相談（要予約） 13:00~17:00 
●3歳児健診（H26.4生まれ） 13:30~14:30 

5

6 ●健康相談　9:00~11:00 

7

8  
イオン診療所 ☎ 46・4666
9:00~17:00

9  
堀クリニック ☎ 43・6066
9:00~17:00

10 ●保育所子育て電話相談　10:00~16:00　各保育所

11

●献血（赤穂市消防本部） 9:15~11:30

●心配ごと相談　13:00~17:00 
●2歳児歯科健診（H27.3生まれ） 13:30~14:30 
●法律相談（要予約） 13:30~16:30 

12 ●子育て相談　13:30~16:00　子育て学習センター

13
●栄養相談（前日までに要予約） 9:30~11:30 
●子育て応援隊さろん　13:30~15:00 

14
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10:00~12:00　 市民対話課　☎43・6818

15  
梶原外科 ☎ 42・9934
9:00~17:00

16

17
●食育フェア（総合福祉会館） 10:00~14:00 
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13:20~14:40 
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ちゃん
折　方

父・泰裕さん　母・純子さん

平成28年５月22日生まれ

山 田  凌 聖
だ り ょ う せ い

ちゃん
北野中

父・慧士さん　母・奈々さん

平成28年８月24日生まれ

北 濱  大 地
き た は ま た い ち

ちゃん
塩　屋

父・敏行さん　母・果夏さん

平成28年８月８日生まれ

宮 本  一 颯
み や も と い ぶ きや ま

ちゃん

清水町
平成25年９月29日生まれ

武 田  龍 星
だ り ゅ う せ い

ちゃん
塩　屋

父・拓朗さん　母・朝美さん

平成27年２月25日生まれ

藤田 進太朗
ふ じ た し ん ろ うた

ちゃん

父・俊一郎さん　母・美栄さん

平成28年５月３日生まれ

武 田  佳 樹
た け だ け い じ ゅた け

◆表紙の説明◆

体操の全国大会でゆか・跳馬で優勝、総合で４位になった有年

中３年の有政佑真さん。国体に向けて練習に励む中、貴重な休

息時間に撮影させていただきました。東京オリンピック、パリ

オリンピックの時にはこの広報紙が話題になっているかも。

 （８/25 有年中学校運動場）

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

■ 次回の回覧広報あこうは９月25日（月）、
　広報あこうは10月10日（火）の発行予定です。

■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　「 い や ぁ、 ア ツ は ナ ツ い
ねぇ。」と暑さのせいで本気で
言ってしまいそうなぐらい暑
い８月でした。若い頃はそん
なに「暑い、しんどい。」と言っ
てなかったような気がします
が、40代に突入した体には暑
さが堪えます。この暑さの中、
屋外で働く方々を見るととて
つもない汗！でも、その汗は
子どもたちが走り回ってかく
汗と同じように爽やかで、そ
してカッコイイ。一生懸命働
いている人が汗をぬぐいなが

らお茶をがぶ飲み！男性でも
女性でも「惚れてまうやろ～。」
と言いたくなる姿、写真を撮
りたくなる場面です。そして
写真といえば、「Instagram（イ
ンスタグラム）」。このたび、
市公式アカウントを開設しま
した。赤穂市に関連する画像
を「#feel_ako」で投稿してく
ださい。「これは赤穂市の PR
になる！」という写真は公式ア
カウントにて転載させていた
だきますので、皆さま一緒に
赤穂を PR しましょう。 ひ

■編集後記■

毎月19日は「食育の日」

なすの炒め煮

なすの皮の鮮やかな紫色はアントシアニン系色素で抗酸化作用があり

ます。また、なすは油で炒めることで柔らかくなり、味もしみ込みや

すくなります。

一口メモ 　 　

*1人分栄養素 * エネルギー 102kcal　塩分 1.0 g

（料理協力：赤穂市いずみ会）

■作り方

①  なすはへたを落とし、縦半分に切る。皮に斜めの切り目を入
れて３㎝に切る。水につけてあくぬきをする。

②  豚肉は３㎝に切る。赤唐辛子は種を除いて輪切りにする。

③三度豆は茹でて斜めに薄く切る。

④  油でなすを炒め、②を加えて酒をふり、しんなりしたらＡを
加えて、中火で柔らかくなるまで煮含める。盛り付けて、三
度豆を散らす。

■材　料（４人分）

なす ・・・・・・・・・４個
サラダ油 ・・・大さじ１と1/2
豚肉薄切り ・・・・・・80g
赤唐辛子 ・・・・・・2/3本
三度豆 ・・・・・・・・４本
酒 ・・・・・・・・大さじ２

各コンテンツの視聴に関して 　

　Facebook・Youtube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロード及び視聴にかかる通信料は自己
負担となります。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。

食育レシピ

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako

　　だし汁 ・・・・２/ ３カップ
Ａ   薄口しょうゆ ・・大さじ１と１/ ２
　　砂糖 ・・・・・・・大さじ１
　　みりん ・・・・大さじ１と1/2


